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肺吸虫症に関する研究

1.長崎県に於ける肺吸虫症の分布

長崎大学風土病研究所臨探部(主任:片蜂大助　教授)

本村主生
もと　　　　むら　　　　きみ　　　　　お

Studies on Paragonimiasis. Part I. An Epidemiological Survey in Nagasaki Prefecture. Kimio

Motomura. Clinical Department, Research Institute of Endemics, Nagasaki University (Director

Prof. Dr. Daisuke Katamine)

錆　　　　　　　声

我国に於ける肺吸虫症の授産状況は近年宮崎一郎教

授を代表者とする文部省科学研究費肺吸虫緯合研究班

の活動により北海道と本州北部を除き殆んど全特に広

く分布するにとが明らかにされてきた.現在我国に存

在する肺吸虫で独立種として認められているものは

1 ) Paragonimus westermanii (Kerbert, 1878) Braun,

1889･ウェステルマン肺吸虫　　2)　Paragommus

kellikotti Ward, 19〇8.　ケリコット肺吸虫.　3)

Paragonimu∫　ohirai Miyazaki, 1939.大平肺吸虫.

4 ) Paragonimu∫ ilokt∫uenen∫i∫ Chen 194〇.小型大平

肺吸虫.の4種であるが,人体に寄生するものはP･

westermannのみと考えられる.

ウェステルマン肺吸虫は本来主として人及びその他

の噂乳動物の肺に寄生し,血族,暗血を主訴としレ線

上からも肺結核と極めて鯖似した病変を呈する.従つ

て肺結核と誤られ,長年に且り化学療法や時には肺切

除等の不必要な治療の加えられた例も稀でない.又肺

以外の脳,肝,腎,腹壁,皮下,限罵等にも異所寄生

を起す.特に脳肺吸虫症に於いてはその予后は極めて

不良とされている.

翻つて長崎県に放ける肺吸虫症の調査研究は古くは

大谷(192〇)が明治31-33年に発生せる8例(熊本

県4例,長崎県4例)を幸昆告し,その后山崎,三浦

(1936),厚見(1938),森本(194〇),森(1948),日

中(鴨) (1941)等の症例報告や,後藤.田中(徳)

(1953),岡部ら(1956, 1957)等の調査報告がある.

第二中間宿主についても高村(1938) ,田中　C鴨)

(1941) ,西村(1952) ,村瀬(1957) ,の報告があ
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る.最近,田中(徳) (1957)が広く県下3〇ケ所のモ

クヅガニを調べ,これと併行して人及びその他の噂乳

動物の肺吸虫躍患状況について報告しているが,未だ

県下全域に且つて系統的調査研究は行われていない.

著者は文部省科学研究費による肺吸虫総合研究の一環

として,長崎県下の肺吸虫症分布の実態を調査する目

的で主として小,中学生について肺吸虫皮内反応を実

施し,更にその陽性,疑陽性者についての虫卵検索と

直接胸部レ線撮影を行つて感染状況を調べた･同時に

各地でとれるモクヅガニ, Eriocheirjaponic∫サワガ=

Potamon dehaaniのメタセルカリア保有状況並びにモ

クヅガニ食用の習慣及び調理法等についても調査を行

つた.

調　　査　　方　　法

1.肺吸虫皮内反応

昭和34年7月より昭和36年9月迄の問,県下の小学

校16校,中学校28校,計4 4校の小,中学生17251名

を対象にV.B.S.抽出肺吸虫成虫抗原(V.B.S.抗原)

による皮内反応を行つた.皮内反応術式及び判定規準

は肺吸虫研究班に於いて定められた方法に従つた.即

ち被検者の左前膳屈側特にツベルクリン注射器を用い

て直径3. 〇-4. 〇 mtcT)膓疹が出来る様に抗原を皮内注

射する.この時の抗原の注射量は〇.〇1-〇. 〇2 ccである.

注射直后と15分后の2回,膨疹の縦横径の平均径(mm

以下は4捨5入する)を出し,その差を求めて腫脹差

とする･腫脹差5.〇mm以上を陽島　4.〇mmを疑陽島

3.〇mm以下を陰性として判定した･原則として対照と

しでの生理食塩水の皮内注射は行わなかつた.
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2.虫卵の検索

皮内反応の膓･J性者及び旋陽性者について糞便は

A.M. S.･法及び石けん液法による集卵を行い,肺

吸虫卵の検索を行った.

A.M. S.IK法: 1′-2gの糞便を約10ccの水によ

く溶かしてガ-ゼで嬉し, 1500匝I転2分間遠沈して沈

湾に　A.M. S.1確約10ccを加えてよく横枠し再び

1500回転2分間遠沈する.上括を捨て沈漆にA. M. S.

Ⅱ液を約7cc加えTritonX-100を1-2滴加えてよ

く撹拝した后更にエ-テル約2ccを加え,密栓してよ

く振鼓し, 2500回転2分間遠沈して全沈檀を検鏡する.

石けん液法:約Igの糞便を0.5%ライボンF水溶

液中でよく溶してガーゼ1放で渡し, 1500回転2分間

遠沈して,沈壇に0.5%ライボンF水溶液約5ccを加

え,更にエ･Tテル約5ccを加え密栓してよく振塗する1

2000回転2分間遠沈を行い全沈溶を検鏡する.

尚検琉は小,中学生特に小学生では挟の晴山が困難

な為,検使を主とし暗蹟を訴える者のみについて直接

塗抹法を行った.

3.　メタセルカリアの検索

モクヅガニを先ず雌雄別に分け甲殻の最大縦横径を

測定后左右両側のば,計12本を別して2枚の板ガラス

の問にはさみ,双眼実体錠下にメタセルカリアの有無

を検査した.種の決定については1部のメタセルカリ

アを猫に経口投与して0頁染させその成虫について同定

を行った. ｢ETj同時に　タロベンケイ　Selarma dehaani

ベンケイ　Sesarma intermedia　について　Paragonimus

ohirai Miyazaki, 1939伸大平肺吸虫　Paragonimu∫

iloktsuenensi∫ Chen, 1940　小型大平肺吸虫,のメタセル

カリアを検索する目的で肝臓,筋肉を検査した.

成　　　　　　績

1.肺吸虫皮内反応

全体としての成績をみると,被検者総数17,251名の

ラ.ち反応膓性者451名2. 1%,疑陽性者351名合せて陽

性群に属するものは, 802名で4.6%にあたる.この成

韓を地域別にみる阜,先ず上対馬(上県郡〕では1,643

名を調べ陽｣吐率,陽性群率ほ夫々4.9%, 9.8%,下対

局(下県郡) 1,740名では夫々3.7%, 6.4%,を示し

ている.特に上対馬の仁田(8.0%, 19.2%〕,下対馬

では阿連(15.3%, 21.9%),大詔(8.1%, 10.5%〕,

内院(9.8%, 23.8%)等は地域的に非常に高い陽性

率を示している｡全般的にみて対馬では陽性率が高い

が,南より北に,東海岸より西海岸に於いて高い.特

に阿連小,中学校では県下第一の高い陽性率がみられ

ているの　南松浦郡福江島で鰐川及び大川原川流域にあ

る山内,岐宿,川原の6校で2,231名を調べたが,鰐

川上流の山内地区で5.6%, 7.2%の高い陽性率がみら

れている.松浦市志佐及び北松浦郡の佐々,吉井,世

知原では小,中学生4,704名について調へ　志佐で最

も高く4.6%, 6.1%の成績を得た.その他の地区でも

3, 322名中1. 5%の陽性率を得た.西彼杵郡では式見

三重,黒崎,長浦,亀岳の5地区合計2,987名の検査

で116名, 3.9%に陽性, 66名に疑陽性の成績を得た.

学紋別にみると,黒崎の7.4%, 10.6%と式見の4.4%,

6.7%が最も高い.大村湾に面する長浦,亀岳では陽

性者はみていない.即ち地域的にみて対馬,北松,松

浦市志佐,西彼及び下五島福江島の一部に比較的高い

本症の授産のあることが窺われる.大村市及びその周

辺の東彼杵郡で5中学校3, 947名を調べたが陽性率は

僅か0.4% (0.9%)で極めて低い.

第1表 肺　吸　虫　皮　内　反　応　検　査　成　績

学校名】
流域河川名

『

被扱者数 陽　性(形) 疑陽性　陽性群(%) 虫　卵〔十〕〔%〕

上　対　馬　　(上県郡〕

舟志小･中
佐　護　〝

仁　田　〝

三　根　〝

佐　賀　〝

舟志川

佐護川

仁田川

吉田･三根川

位�"tinM川

141

40B

473

347

274

2 (1.4)

14 (3.4)

38 (8.0)

15 (4.3)

12 (4.4〕

3

32

53

w

9

5 (3.5〕

46 (ll.3)

91 (19.2)

59 (17.0)

21 (8.7)

0ノ4

5ノ39〔12. 8〕

13ノ62〔21. 0〕

5ノ38(13. 1〕

2ノ15〔14. 4〕

計10校 1643 81 (4.9) 141　　222 ( 9.8) 25/ 158〔15. 8〕
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下　対　馬

阿連小･中

金　田　〝

大　調　〝

内.院　〝

久　和　〝

久田小瀬分枚
t

"5C Il｢　MJ

(下県郡)

阿　連　川

佐　須　川

上槻･久根川

内院･浅藻川

久　和　川

瀬

戻

川

匹憤　川

1

8

2

1

1

69

≡岳

6B

85

26 (15.3)

6 (0.7)

17 (8.1)

12(9.1

0

0

3(1.6)

ll

8

5

17

3

0

2

37 (21.9〕

14 ( i.e;

22 (10.5)

29 (23. 8)

3 (3.3)

0

5 (2.7〕

計12校 1740　　　64 ( 3.7)

下　五･畠
山内小･中

岐　宿　〝

川.原　〝

(南松浦郡)

‡鰐　川

大　川　原　川

835

806

590

46 110 ( 6.4)

47 (5.6)　　13　　　60 ( 7.2〕

10 ( 1.2〕　　10　　　20 (2.5〕

( 1.0)　　　　　　11 (1.9)

計　6校 2231 63(2.i 28 91 (4.1〕

松

志

上

描

佐

志　佐

計　2校.

市

荒‡志佐,
997

385

1382

1424

959

939

3322

44 (4.4)

19 (4.9)

63 ( 4.6)

16

6

22

60 (6.0)

25 (6.2,

85 (6.1)

4ノ35〔11. 4〕

0/13

5/22〔21. 8〕

1ノ28〔 3.6〕

0/3

0ノ4

10ノ105 (9.5)

15ノ55〔2ブ. 3〕

3ノ18〔16. 7〕

2ノ11〔18. 2〕

20/ (23.8J

14ノ52〔26. 9〕

7ノ25〔28. 0〕

21/77〔2了. 3〕

北　松

佐　々

吉　井

�"Ill知臆

浦　郡

中

〟

〟 ‡佐々J

計　3校

1了( 1.2)　　14

20 (2.1)

13 (1.4)

:-~二50 ( 1.5)

西

式

黒

長

塩

彼　杵

局

那

中

重　〝

崎小･中

浦　中

岳　〝

式見･相川

三重･二股川

黒山奇.出津川

良.浦　]t一

大　明　寺　川

計　6校

522

422

1241

374

428

23 (4.ォ

1 (0.2)

92 (7｡4)

0

0

31 (2.2)

27 ( 2.8〕

19 (2.0)

77 (2.3)

12

6

38

5

7

東彼　杵
川　棚

波　佐　見

彼　杵

千　綿

〟

〟

大村市郡〝

那

中

中

i: ≡ Jll
千　綿　川

郡　　　　川

2987　　116 ( 3.9;

1369

476

542

457

1103

66

35 〔6.7

7(1.6)

130 (10.6)

5(O.f

7(1.0)

182 ( 6.1)

2/28〔 7.1〕

4/22〔13. 6〕

3/18〔16. 7〕

9/68〔13. 4〕

7/33〔21. 2〕

0/7

ll/122〔9. 0〕

0/5

0/7

18/174〔10. 3〕

4 (0.3)

1 (0.2)

4(0.7)

2 (0.4)

3 〔0.3)

ll (0.8)

2(0.4〕

10 (1.8)

3 (0.7〕

9(0.{〕

0/ll

0/2

0/10

0/3

0/9

計　5投　　　　　　　　　　　3947　　14 (0.4〕

- 44絞t　　ト7251
451 ( 2.7)

21 35 ( 0.9〕 0/35

351 802 ( 4.6) 103/699〔14. 7〕
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此等の成績を小,中学校共に調べた地域のみにつし,.

て学年別(年令別)に陽性率及び陽性群率の推移をみ

ると先づ小学生4,831名では3.8% (7.4%〕,中学生

2?96暗ては4.7% (8.0%)で後者に高い.こまかく

みると小学生では学年と共に膓性率が漸時上昇し,中

学1年で概ね最高を示し,以后却って低下する傾向が

見られる. (節ョ衷)

A.M. s.m法或いは石けん液法を1回以上行い,秩

綻ば直接塗抹法によった.肺吸虫卵を発見したのほ

699名中103名14.7%である.陽性群に於ける虫卵の検

出状況を皮内反応の強さとの関係に於いてみると,虫

卵の検出率は皮反応膓性看では397名中88名22. 2%で

比較的高率であるが,疑陽性着では302名中15名5.0%

で前者に比べてその検出率は遥かに低い(罪4表).

第2表　　　　　学年別　に　みた皮内　反応陽性率

〔+)

小学1年
2

3

4

5

6

760

751

788

852

832

848

21 (2.8)

20 (2.7)

25 (3.2)

37 (4.3)

38 (4.6)

44 (5.2)

25

28

31

32

25

31

46 (6.0)

48 (6.4)

56 (7.1)

69 (8.1)

63 (7.6)

75 (8.8)

7/37

2/42

4/53

7/64

10/54

12/65

計

中学1年
2

3

計

総　;it

4831　185 (3. 8)

1269

1037

662

. 172 357 (7.4) 42/315 (13. 3%)

39

33

27

107 (8.4)

79 (7.'6)

52 (7.8)

19/95

8/65

4/134

68 (5.4)

46 (4.4〕

25 (3.8)

139 (4.7)2968

7799 324 (4.2)

皮内反応陽性率を性別に分けてみると,男児8, 717名

中290名　3,3% (5.5%)であるのに対して女児8,534

名では161名, 1.8% (3.8%)で男児に於いて女児の

2倍近くの高い陽性率が見られている(罪3表) ｡

常3表　　牲別にみた肺吸虫皮内反応成績

,fy _ 被　検
者　数

陽　性 疑F膓%'性 陽性群 虫卵(+)

8717　290〔3. 3%〕

8534 161〔1.8%〕

17251 451(2. 7%)

｣

女

計

190

161

351

64/408

480〔5.5%〕 (15. 7%)

322(3. 8%〕 3辞去-/｡}

802〔4. 6%〕 1群識)I

2.虫卵検索

皮内反応陽性者及び疑陽性者699名について糞便及

び一部略扶中の肺吸虫卵の検索を行った.検便は

99

271

238 (8.0) 31/294 (10. 6%)

595 (了.7) 73/609

帯4表　　肺吸虫卵検索成績

計 699 103 14..7%

更に詳しく皮内反応の腫脹差からみると罪1図に示

す様に概ね腫脹差の増加と共に虫卵検出率も上昇し,

8nmで41.3%, ll mmで44.4%の最高を示している.

12 m以上になると却って低下の傾向がある.地域的に

みると1,2の例外はあるが対馬の仁田,大調,下五島の

山内,松浦市志佐,西彼の式見等皮内反応の膓性率の

高い地域に虫卵の検出率も高く,大村市,東披その他
､＼
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膓性率1. 0%以下の地域でほ殆んど虫卵が証明されて

いない.

第1固　腫脹差別虫卵根出奉

50%

積
出

辛

腫脹差　3 4　　5 6　7　8　9 10 11且2<Tntn

腫脹差　3 4　　5　6　7　　　　9　10　11

検査数　93302 136　89　61 39　24 19　9

12

20

虫卵(十) 0　15 14　21 14 16　　　5　4　6
1

積出率〔　0　5.0 10.323.622.941.333.326.344.4300

検便と検抜を同時に行った109名について検出率を

比較してみると,検便による検出率は16.5%であるの

に対し,検坑による検出率は12.8%となり,前者の方

が幾分勝っている様である.尚小学生に於いてほ特に

堵抜の採取が困難で唾液や鼻汁のみの提出が多くみら

れた(第5表)∫.

第s表　検便･検痕に刑j･る検出率の比較

一二:

虫卵(+〕 虫卵(ー〕 計(+)

虫卵〔+)12 (ll.0%) 2 ( 1.8%〕

虫卵〔-〕 6 ( 5.5%) 89 (81.7%)

14 (12.8%)

95 (87.2%)

計 18 (16.5%) 91 (83.5%) 109 (100. 0%)

流行地の皮内反応膓旺者58名についてA.M. S. BE

法と石けん液法による集卵を同時に行い比較を行った.

検出率は石けん液法では40.0% (24名〕, A.M. s.m

法でほ36.7% (22名)で前者が勝り, 2名ほ石けん液
ノノ

甫6表A.M.S.TD:法と石けん液法の虫卵検出率の比較

石けん液法

AMSH法

虫　卵(+〕

虫　卵(-〕

計

虫卵(+) 虫卵(-〕 計

22(36.7%) 0　　　　22 (36.7%)

2〔 3.3%〕36〔60.0%〕 38 (63.3%)

24(40. 0%)36(60. 0%) 60 (100. 0%)

法で初めて検出されている(罪6蓑) ｡次に虫卯膓I-l性

者4人の糞便について両法により得られた虫卵数の比

較をみると,全ての例で虫卵数はA.M. S.Ⅱ法に比

べ石けん液法が多く,合計で夫々433個, 608佃となり

石けん絃法に於いて優れた成紡が才I｣11られた(ノ^7去)

簡7表　A.M.S.m法と石けん液法の集卵数の比較

(Igx3匝1〕

NO

1

2

3

4

AMS m法　　　　石けん披法

7

102

281

43

12

123

366

107'

計 433 608

3.モクヅガニのメタセルカuア保有状況

県下の34河川の総計1,610匹を調べ, 19河川で2.8

-89.7%,平均15.5%に当る250匹にメタセルカリア

の寄生を認めた由1匹当りの平均寄生数は8.6個で,

最高は44個であった.河川別に寄生率の高いものから

あげると最も高いのほ志佐川の89.7% (87匹中78匹〕,

次いで阿連川の79. 3%〔23匹中20匹〕,浅■藻川の80. 0%

(15匹中12匹),式見川の79.3% (29匹中23匹〕,久梶

川の70.0% (20匹中14匹〕,上槻川の57.1% (14匹中

8匹)の順となり,その他の13河川では何れも50%以

下の寄生率であった.西彼杵郡の出津川以北と大村湾

を囲む東彼杵郡並びに大村市郡川その他の計15河川で

はモクヅガニ744匹を捕獲したが全くメタセルカリア

を検出出来なかった.メタセノ㌧カリア寄生率は地域的

にみて松浦市志佐及び対馬の河川に高率でその器生数

も多い(第8表).
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葡8表　モクツガニに放けるメタセルカリア寄生状況

調空モ:'"｣?-i:J"吐
カニ数カニ数

2?4:率
(%)

河川　名

上対届
(上in郡)

#

佐

仁

佐
こ-ヒ

Fコ

rt
ノL⊥ヽ 川

護　川

けI Jtl

枇　川

fni　川

凹　川

14

10

64

49

72

56

計

~F対馬
(下IE郡)

阿

上

久

瀬

浅

内

A

遠　ノ

槻　川

根　川

川

操　川

院　Jtl

利　jll

265

6

4

5

8

2

0

42. 9

40.0

7.8

16.3

2.8

0

平　　均
三S｣数

3.7

2.0

1.0

1.3

2.5

0

25　　　9. 4 2.0

23

m

20

im

15

37

9

i

｢ 195

下:H_ ti
(南松揃郡)

鰐　　　　川

大　川)>ji川

20

30

50

20

8

14

4

12

2

0

60

87. 0

57. 1

70. 0

5.2

80. 0

5.4

0

20. 8

28. C

17.9

23. 3

15.7

3.0

0

30, 8 16. 3

20. 0

2　　　6.7

12. 0

78　　　89. 7

2.0

3.5

2.5

松　揃

志　佐

柿

川 8了 10. 3

北松浦

佐　々

那

川 98

Jtl

川

川

東彼杵郡

川　棚

彼　杵

千　綿

大村市

那

計

29

42

6

川　　　36

113

20　　　20. 4

0

0

0

0

5.6

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

西彼杵郡

式　見

相

股

吏

三　重　田

黒　崎

山　車車

神　耐

雪　揃

多　以　良

川　内

面　高

大　明　寺

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

29

18

68

87

19

64

59

30

14

227

78

4

5

23　　79. 3

0　　　　　0

0　　　　　0

0　　　　　0

47. 5

10　　15. 6

19　　　32. 2

0　　　　　0

0　　　　　0

0　　　　　0

0　　　　　0

0　　　　　0

0　　　　　0

7

5

4

2

3

0

0

0

3

3

6

0

0

0

0

0

0

計 802　　　　61　　　7. 6　　　5. 0

総　　　計 1610 250 15.5 8.6

カニの大きさとメタセルカリア寄生率との関係をみ

ると,寄生率及び平均寄生数共に大きさに比例して増

加し,甲殻の横径61 mm以上のものに最高で夫々36.7%,

14.8個を示している(第9表).

第9表

大きさ別にみたメタセルカリア寄生率及び寄生数

甲殻の桟径
(*サ)

調査力ニ数 寄生カニ数
(の:ら)

平均寄生数

30以下
31 -　40

41ノV　50

51　　60

61 ′-

22

125

254

288

177

4 (18.2)

25 (20.0〕

72 (28.3)

84 (29.2)

65 (36.7)

4.8

6.0

8.2

8.6

14.8

計 250 (28. 9〕

866匹のカニについてl牲雄別に寄生率及び寄生数を

比べてみると堆は24.7%, 7.7個に対し,雌32.6%,

10.6個となり共に雌に高い(罪10葬)

帝10表

雌雄別にみたメタセルカリア寄生率及び寄生数

雌　雄　別 調査力ニ数 寄生カニ数
(形)

平均寄生数

杏

早

409

457

101 (24.7)

149 (32.6)

7.7

10. 6

計 866 250 (28. 9) 8.6
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サワガニは6河川で266匹を調べたが,鰐川

の2匹に夫々1個のウェステルマン肺吸虫のメ

タセルカリアを認めたのみである.その他ベン

第11表　　サ　ワ　ガニ調査成績

河　)fl　名　　詞査カニ数 寄生カニ数

川

瀬

佐

鰐

大

志

棚　川

川

々　　川

川

川　原　川

佐　川

57

32

49

91

25

12
j

0

0

0

2

0

0

計 266 2 (0.8%)

ケイ,.タロベンケイ合計179匹について大平肺

吸血　小型大平肺吸虫メタセルカリアの検索を

行ったが,いづれも発見出来なかった.

常12表　ペンケイ及びタロペンケイ調査成績

河川　名 カニの種類 調　　査
力　ニ数

寄　　生
カ　ニ　数

棚J･11タロベンケイ川

大

瀬

明　寺　川

川

鰐　　　　川

大川　原　川

〝

〝

ベ　ン　ケ　イ

〝

タロベンケイ

〝

ベ　ン　ケ　イ

26

16

32

15

18

23

22

27

0

0

0

0

0

0

0

0

計　t
l

179 0

モクヅガニのメタセルカリア保有率とその河

川流域の小,中学生の皮内反応陽性率との関係

をみると,佐護川,舟志川等の1, 2の例外ほあ

るが,志佐川,阿連川,久根川,上槻川卜式見

川等寄生率の高い河川流域では,一般に小,中

学生の皮内反応陽性率は,夫々4. 6%, 15. 3%,

8.1%, 4.4%を示し,高くなっている.これに

反してメタセルカリアの寄生を認めなった流域

では,合計して僅かに0.3%を示しているに過

20%

10%

倭
内
J亘

応

陽
一性

.iるv=

ぎない.即ちメタセルカリアの寄生率とその流域の皮

内反応膓牲率とは明らかな平行関係にあることが看取
t

古れる(第2-4図).

第2画メタセル*'Jア寄生率とその流域の皮内反応陽惟率

/
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帯4匝】メタセルカ1Jア寄生牽と皮内反応陽性奉

回4/10
刺.頁14:,5]川

84/452 18.6%　　　　　　　　田口

-JA ---

大川原川2/330

庸色(E 7
**　-

何吉川　6/1ヰ

仁田川5/64　　専BO% 〔19.2%)

三根Jl18 /49

佐賀川2/72

吉圧3JMO.-'55 _ff r>4-4% (8'7'/c

匝垂可20/23

1J=‡頁)

川　サp動18

2%　匡匝□1

,關ill 4

五島列島ウ河川　6/50 12.0% [画王2/15

ロ川0/ 9

完川2/37

4.肺吸虫感染経路に関する調査

肺吸虫感染者の分布がモクヅガ-のメタセルカリア

寄生率と平行関係にあり,しかも蛋白源として広く食

用に供されている現状からみてモクヅガニは最も重要

な感染源であることば疑いない.そこでモクヅガニ体

内のメタセルカリアが如何なる機会に経口的に摂取さ

礼,感染が成立するかを追求するため,中学生の家族

についてアンケ-ト用紙を配り,モクヅガニ食用の有

顔,頻度,調理法等について調査を行った.

モクヅガニを食べる習慣の有無について回答を得た

1254家庭のうち53. 7%に当る689の家庭で食べる習慣

があり,その頻度は年平均2.｢1回となっている.地執

的にみると一般に海岸より離れた地域でよく食べられ

ているが,特に下五島の山内が93.9%,4.5回,松浦市

志佐が81.3%, 2.5回で最も高く,この地域では児童

の皮内反応陽性率及び虫卵検出率が高い.来校の川楓

西彼の亀岳でほその率は最も低い(罪13表).

カニの調理法についてみると主に次の4つの方法が

行われている○ 1) ｢ゆがく｣. 2) ｢がに什｣ :カ

ニを叩き潰し,又はすり潰してざる又はふきんでこし

味噌汁に入れ熟を加える｡ 3) ｢がにみそ｣ :カニを

叩き糠を加え貯臓しておき軽く火にあぶる. 4) ｢が

にとうふ｣ :がに汁と殆んど同じであるが,とうふの

第13表　　　　モク　ツ　ガ　ニ　食　用　習　慣

調　査　地　名

下
.･ f.

ti

回答数 食べる(%〕

山内(山岳)

岐宿(海岸)
川原( 〟 〕

松　浦　市　志　佐
■　　　　　　　　-　　　　　　　-･　-I-　　　　　　　　-I -　　　.

東彼杵郡　川　　棚
■

西彼経郡　亀･岳

計

259　　　244 (93. 9〕

231

143

75 (32.5)

105 (73.4〕

年平均回数 メタセルカリ毒雷管宴(形)寄　　生

4.5

3.2

2.4

∫
20. 0%

6. 7の-/a

5.6

1.2

1.0

224　　　182 (81. 3)　　　2. 5　　　　89.7%

2フ6

136

76 (27.5〕

22 (16.2)

1254 689.(53. 7)

1.6

1.7

0

0

EK

0.3

0

2.7

帯14表　　　　　　モク　ツ　ガ　ニ　の　主　な　調　理　法

｣

F

也調　　査

-_∴
l

川原

回答数

下
五
u?T

(山岳)

(海岸)

( 〝〕

229

75

97

ゆがく〔%〕がに汁〔%〕 が擬そi^Ki-5
k(%)壁(%〕食そ(誌o'他

64〔2了. 9〕

39〔52. 0〕

45〔46. 4〕

62〔27. 1〕

21〔28. 0〕

23〔23. 7〕

92〔40. 2〕

15〔20. 0〕

27〔27. 8〕

1 (0.4〕

0

0

182 165〔90.7) 4〔2･2〕f　5〔2･7〕lo

1 (0.4〕

0

0

9 (3.9〕

0

2 (2.1〕

6( 3.3) 2 (1.1)

I

.

松　浦　市　志　佐

東彼杵郡

西彼杵郡

川　　棚

菌　　岳

68

22

5了〔83.8〕　7〔10.3〕

15〔68.2〕　5(22.7〕

0

1〔 4.5〕

0

1〔 4.5〕

4 (5.9〕

0

0

0

計 673 385〔57｡ 2〕 122〔1乱1〕 141(21. 0〕 2〔 0･3〕Ill (1.6〕13 (1.9〕
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棟に上に白く浮いて出来たものを賞味するもので,熟

の加え方にこつがある. 673家庭の回答からみるとそ

のまゝゆがいて食べるものが385〔57.2%〕で最も多く,

｢がに汁｣ 122 (18こ1%〕, ｢がにみそ｣ 141 (21.0%〕,

｢がにとうふ｣ 2 (a3%)となっている.特に下五

島の山内に於いては｢がに汁｣或いは｢がにみそ｣等

に加工して食べる割合が高く約半数をしめている.そ

の他神経痛,解熱の民間療法として生食又は酢漬けで

食べるが, ll (1.6%), ｢油で揚げる｣ ｢焼く｣等

が13 (1.9%〕にみられる. (第14蓑) .

皮内反応成績と食用習慣との関係をみると,皮内反

応陽性着では49名中43名, 8了.8%,疑陽性者は40名中

3声名, 80.0%に家庭でカニを食べている.殊に虫卵陰

性看では19名のうち17名, 89.5%でその率が最も高い.

これに反し反応陰性着では1165名中614名, 52.7%と

低くなっている(第15表).

帯15表　　皮内反応と食用習慣との関係

皮　内　反応 !]'.!谷　汲 カニを食べる

陽性群

皮内反応(+〕

皮内反応(±)

虫　　卵(+)

89

49

40

19

皮内反応(-) 1165

75 (84.3%)

43 (87.8%)

32 (80.0%〕

17 (89.5%)

614 (52.7%〕

計

考

1254 689 (53.7%)

察

著者は長崎県に於ける肺吸虫症の分布とその人体え

の感染形式を明かにする目的で広範な調査を行った.

先づ小,中学生を対象としたV.B.S.抗原による皮内

反応と虫卵検索を実施して感染者を摘出すると同時古こ

モクヅガニ及びサワガニに於ける肺吸虫メタセルカ､リ

アの寄生状況とモクヅガニの食周習慣,食用頻度,潤

理法等についても調査を行った;

17, 251名について行った皮内反応の陽性率は全体で

2.7% (451名)で肺吸虫卵はその14.7%, 103名に証

明された.これを地域的にみると対馬の阿連,内院,

大調,及び仁田の諸地域では皮内反応陽性率は8.0-

15. 3%を示し,疑膓一性者を加えると10. 5-23. 0%に達
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する非常に高い率がみられる.その他松浦市志佐,西一

役の黒崎,下五島の山内地区でも4. 4%以上の膓旺率

で,これらの地方では虫卵の検出率も高い.これに反

し大村湾を囲む西彼の長浦,亀岳と大村市及びその周

辺の束彼杵郡では陽性率は低く, 0.7 %以下で虫卵は

発見されていない.替って田中(徳) (195了)が大

村市に近接する諌早市とその周辺の小,中学生につい

て生食水抽出抗原による皮内反応を行い　0.7%以下

の陽性率を報告し,岡部ら(1956, 57)は南高来郡北

有馬村で16. 4-23. 5%の非常に高い膓性率を得ているー

この種に県下に於ける肺吸虫症の分布にはかなりの濃

淡が想像されるが,この度の調査で県下の対馬全域,

松浦市志佐地方,及び北松,西彼,下五る福江島の一

部に可成り濃厚な浸淫のあることが確認ぎれた.

皮内反応の強さと虫卵検出との関係をみると陽性者

から22.2%,旋膓性者から5.0%に虫卵を証明した.

一般に腫脹差の大きなものに検出率が高く,強膓J性の

反応では特にその診断的価値が大であると考えられる.

検便と検焼成績を比較すると検出率に差がないが,小,

中学生特に小学生では鼻汁,唾液のみ提出する者が多

く,暗疾を得ることが困難のことが多い.従って検使

に重点を遣いた方がよい棟である.今回一部について

用いた石けん液法は　A.M.S. H法に比べて検出率及

び集卵数共に優秀であり,しかも操作が簡単であるか

ら集卵法として用うべき方法と考える.

県下の34河川でとれたモクヅガニ2, 610匹草調べ,そ
の15.5%にメタセルカリアの寄生を認めた.寄生を認

めたのは19河川であるが,ことに志佐川,阿連川,上

槻川,浅藻川,式見川等ばいづれも70-87.9%で最も

寄生率が高く,その流域では皮内反応膓性率,虫卵換

出率共に高い.これに反し皮内反応膓性率の低かった

大村湾沿岸の河川ではメタセルカリアが発見されてい･

ない.メタセルカリア寄生率と皮内反応膓性率の問に

は略平行関係がみられる.サワガニは266匹を調べた

が, 2匹中にメタセルカリアを認めたゞけでモクヅガ

ニに比べてその保有率は非常に低い.

以上の様に長崎県に於いても,モクヅガニが感染源.

として最も重要な役割を果している..食用の習慣は,

殆んど全県下に於いて認められ,その頻度は海岸より

も海岸に遠い地方に高い..

調理の方法と.Lノては,普通にゆがいて食べる他に,

本県でも｢がに什｣ , ｢がにみそ｣ , ｢がにとうふ｣等

に加工して食べている.ことに下五島の山内地区では,

河川でとれるカニのメタセルカリアの保有率及び寄生

数は低いにも関らず皮内反応陽性率や虫卵検出率が高
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くなつている.こゝでは｢がに什｣或いは｢がにみそ｣.

の調理が多く行われていることが注目される.メタセ

ルカリアは充分に煮沸すれば死滅するものであるが,

｢がに汁｣ ｢がにみそ｣ ｢がにとうふ｣等では熟の加

え方が不充分になる恐れがあり,又調理の過程に於い

て遊離したメタセルカリアが器物や手特に附著して,

生のまゝ口に運ばれる可能性が充分考えられる.又生

で食べると云うアンケ一トが11家庭に見られることは

注目される.一方少数ではあるが,カニを食べる習慣

のない家庭にも感染者が見出され,又男児が女児に比

べて2倍に近い皮内反応陽性率がみられるにとは,負

事以外のカニとのたわむれや接触の機会に感染する事

が想像される.

摘　　　　　　　要

著者は,昭和34年7月から長崎県下の肺吸虫症の浸

淫状況を調査し,次の成績を得た.

1)県下44校の小,中学生17,251名について調査を行

い, V.B.S.抗原による皮内反応で,陽性2.7% (0～

15.3%),疑陽性を加えた陽性群4.6%を得た.陽性

群の14.7%に肺吸虫卵を証明した.皮内反応陽性率,

虫卵陽性者共に男児に高く女児の2倍に近い.

2)対馬全域,松浦市志佐地方,西彼の黒崎,式見,

下五島福江島山内地区に特に濃厚な流行が確認された.

3)肺吸虫卵の検出率は,皮内反応陽性者で22.2%,

疑陽性者5.0%で特に反応の強陽性の者に検出率が高

い.

4) 34河川のモクヅガニ1,610匹を調べ,19河川で2.8

～89.7%にメタセルカリアの寄生が認められた.カニ

のメタセルカリア保有率とその流域の皮内反応陽性率

との間には略平行関係が認められる.

稿を終るにのぞみ,御指導御校閲を賜った恩師片峰

大助教授に心から感謝の意を捧げる.又御援助,御協

力下さった教室の諸兄,県教育庁,現地の学校当局各

位に厚く御礼を申上げる.尚本論文は,第13回日本寄

生虫学会南日本支部,第16回日本寄生虫学会西日本支

部合同大会に於いて発表した.
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Summary

Extensive surveys of human paragonimus infection were carried out in Nagasaki Prefec-

ture, since 1959, by a intradermal test to school children, further applying egg examinations

to the sensitive cases. The results obtained were as follows:

1) Intradermal test was positive or quasi-positive in 4.6% of 17251 school children tested

therewith on the average. The positive rate in boys was 5.5% on the average which was

twice as much as that in girls.

2) In 14.7% out of individuals who were sensitive for the skin test, paragonimus ova

were demonstrated in sputum or stool of them. Eggs were detected at 22.2% in the test-

positive group, and 5.0% in the quasi positive group, which was found to be of a significant
difference.

3) In investigation into 1610 crabs, Eriocheir japonicus, caught in 34 rivers, encysted

metacercariae of Para gonimus westermanii were discovered at 15.5% of them on the average.

The incidence was found to vary from 2.8% to 89.7% according to each river.

4) The higher rate of infection were found in Tsushima, Shisa, Kurosaki, Shikimi and

Yamauchi districts where the crabs were demonstrated to be densely infected, at 18.6% to

89.7%, with metac ercariae.

5) It was acknowledged that most of the persons being infected and sensitive for the

intradermal test had a history to have previously eaten crabs, Eriocheir japonicus. (Author)
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